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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦横に配置されたデータ線とゲート線の交点近傍に、少なくともスイッチング素子と画
素電極とを有する画素がマトリクス状に配置された画素マトリクスと、前記画素マトリク
スと液晶層を挟んで対向配置される対向電極とを含む表示パネルと、
　１フレーム分のカラー画像を表示する期間を複数のサブフレーム期間に分割し、前記サ
ブフレーム期間毎に異なる色の光源を点灯させ、前記光源の色に応じた画像を前記表示パ
ネルに表示する制御部とを有し、
　前記画素電極と前記データ線との間に、絶縁膜で分離されたシールド電極層が配置され
ており、
　前記制御部は、前記サブフレーム期間を、前記画素マトリクスに映像信号を書き込む書
き込み期間と、光源を点灯させる表示期間との２つ期間に少なくとも分割し、前記書き込
み期間と、前記表示期間において前記シールド電極層に印加される電圧波形を変化させる
、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記シールド電極層に印加される電圧波形は、前記液晶表示装置を構成する前記シール
ド電極層以外の構成要素に印加される電圧波形と異なる、
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
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　外部からの映像信号を受け、１フレーム分のカラー画像を表示する期間を複数のサブフ
レーム期間に分割し、前記サブフレーム期間毎に異なる色の映像信号を表示パネルに出力
する映像信号処理手段と、
　前記サブフレーム期間毎に、前記映像信号処理手段から前記表示パネルへの出力が終了
した後、前記サブフレーム期間に対応した色の光源を点灯させるバックライト制御信号を
バックライトに出力する光源点灯制御手段と、
　前記表示パネル内に配置された画素電極とデータ線との間に配置されたシールド電極層
に印加する電圧を、前記表示パネルに出力するシールド電極電圧印加手段とを有しており
、
　前記シールド電極電圧印加手段は、前記サブフレーム期間を前記表示パネルに映像信号
を書き込む書き込み期間と、前記バックライトの光源が点灯する表示期間とで、異なる波
形を前記表示パネルに出力する、
　ことを特徴とする制御システム。
【請求項４】
　前記シールド電極電圧印加手段は、前記表示パネルを構成する前記シールド電極層以外
の構成要素に印加される電圧波形と異なる波形を出力する、
　ことを特徴とする請求項３記載の制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　各画素に薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を配置したアクティブマトリクス型液晶表示装置
は高画質の映像を表示可能なことから薄型テレビ、携帯端末装置のディスプレイ、プロジ
ェクタ用ライトバルブなどに数多く用いられている。
　薄型テレビ、携帯端末装置に用いられる液晶表示装置は、通常、図４２に示すような構
造を有している。この液晶表示装置は、カラー画像を表示させるために１画素を３つの副
画素に分割し、それぞれに赤（Ｒ）１７１、緑（Ｇ）１７２、青（Ｂ）１７３の色フィル
タを設け、ゲートドライバ１７４でゲート線１７７を走査し、データドライバ１７５でデ
ータ線１７８に映像信号を与えて画素を選択して対応する液晶を駆動してカラー表示を行
っている。
【０００３】
　一方、液晶プロジェクタに用いられるライトバルブは、図４３に示すように１画素がそ
れぞれ１つの構造を有している。このライトバルブを構成する液晶表示装置には色フィル
タが設けられておらず、1画素が複数の副画素に分割されてもいない。これは一般的なプ
ロジェクタでは、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）用の３つのライトバルブを光の三原色に
対応して用いて、ゲートドライバ１８４でゲート線１８７を走査し、データドライバ１８
５でデータ線１８８に映像信号を与えて各画素の液晶を駆動するためである。
【０００４】
　このような３つのライトバルブを用いる３板式液晶プロジェクタの構成を図４４に示す
。この図に示すように、光源用ランプ１９１からの光が、色分離ミラー１９２などで色分
離された後にミラー１９３を介して各ライトバルブ１９４～１９６に照射され、その透過
光が合成プリズム１９８で合成されカラー画像となり、投射レンズ１９９で投影表示され
る。その様な構成のため、図４３に示すように各ライトバルブ１９４～１９６に色フィル
タを設ける必要が無い。
【０００５】
　このように、先に図４２で示したカラーフィルタを用いてカラー表示を行う液晶表示装
置では、1つの画素を３つの副画素に分割する必要があるため、液晶表示装置の解像度を
増やした場合、それぞれの副画素の面積が小さくなり結果として開口率が小さくなって光
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のロスが生じてしまうという問題がある。また、図４４に示した３板式液晶プロジェクタ
では、３つのライトバルブが必要となるためコストが高くなるという問題と、装置を小型
化できないという問題がある。
【０００６】
　これら問題を解決する手段の一つとして、特許文献１に記載されているようなフィール
ドシーケンシャル方式の液晶表示装置がある。
【０００７】
　フィードシーケンシャル方式とは、液晶表示装置が１画面分の映像を表示させる時間を
３つに分割し、それぞれに赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の色に対応した映像を表示させ
、その映像に同期して液晶表示装置に照射される光の色を切り替えることでカラー表示を
行う方式である。
【０００８】
　図４５に、関連するフィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置の構成を示す。この
液晶表示装置は縦横に配置されたデータ線１９８と、ゲート線１９７の各交点に画素がマ
トリクス状に配置されており、この画素マトリクスの周辺に、データ線を駆動するデータ
ドライバ回路１９５と、ゲート線を駆動するゲートドライバ回路１９４とが配置されてい
る。また、この液晶表示装置の各画素には色フィルタは配置されておらず、図示していな
いがこの液晶表示装置を照射するバックライトが設けられている。このバックライトは赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３原色の光源を独立して点灯させる機能を有している。
【０００９】
　この液晶表示装置の動作を図４６のタイミングチャートを用いて説明する。
　液晶表示装置に1画面分の映像を表示するフレーム期間Ｔｆを３つのサブフレーム期間
Ｔｓｆ＿ｒ、Ｔｓｆ＿ｇ、Ｔｓｆ＿ｂに分割している。
　サブフレーム期間Ｔｓｆ＿ｒでは液晶表示装置の各画素に赤（Ｒ）の映像を表示させる
動作を行う。まずゲート線Ｇ１をハイレベルにする。これと同期してデータ線Ｄ１～Ｄ１
０に映像信号を書き込むことで、ゲート線Ｇ１に接続された画素行の各画素に映像信号が
書き込まれる。この動作を全てのゲート線Ｇ１～Ｇ８に対して行うことで全ての画素に赤
（Ｒ）の映像信号が書き込まれる。
【００１０】
　全ての画素に赤（Ｒ）の映像信号が書き込まれた後、あるウエイト期間を設け、その後
赤（Ｒ）の光源を点灯させる。これによって、液晶表示装置はカラー映像の中の赤（Ｒ）
の映像を表示することになる。ここで、ＬＥＤ＿Ｒは赤（Ｒ）の光源を点灯させる制御信
号を示したものである。同様にＴｓｆ＿ｇでは緑（Ｇ）の映像を、Ｔｓｆ＿ｂでは青（Ｂ
）の映像を表示する。これによって、観察者はこれら映像を時間的に混色させ、カラー映
像として認識することができる。
【００１１】
　このフィールドシーケンシャル方式で用いる液晶材料は、応答速度が極めて速い必要が
ある。図４６のＴ１とＴ８とは、それぞれ、ゲート線Ｇ１に接続された画素の透過率変化
と、ゲート線Ｇ８に接続される画素の透過率変化を示しており、ウエイト期間は、このＴ
８の透過率変化が十分小さくなる時間まで設定する必要がある。
【００１２】
　もしウエイト期間が短く、Ｔ８の透過率変化が続いている状態で光源を点灯させると、
画面全体に同じ輝度を表示させようとした場合でも、画面面内に輝度差が生じてしまうこ
とになる。またウエイト期間を長く設定すると光源の点灯時間が短くなり、結果として暗
い表示となってしまう。そのためフィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置では、サ
ブフレーム期間内で十分応答できる液晶材料を用いる必要がある。
【００１３】
　上記説明のように、フィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置では応答速度の速い
液晶材料が必要となるが、カラーフィルタ方式の液晶表示装置と異なり、各画素を赤（Ｒ
）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３つの副画素に分割する必要が無いため、開口率を大きく設計
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することができ、光利用効率を高めることができる。また液晶プロジェクタに液晶表示装
置を適用する場合には、ライトバルブを１つだけ用いてもカラー表示が行えるため装置の
小型化ができるというメリットがある。
【特許文献１】特開２００１－３１８３６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかしながら、上述したフィールドシーケンシャル方式には、フリッカ（画面のちらつ
き）が発生しやすいという問題がある。先に述べたように、フィードシーケンシャル方式
の液晶表示装置では、高速に応答する液晶材料を用いている。そのため画素電圧にわずか
な電位変動が生じても画素の透過率が変動してしまう。
【００１５】
　図４７は、このフィードシーケンシャル方式の液晶表示装置の１画素の等価回路を示し
たものである。図からわかるように1画素は画素薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）２０１、液
晶容量（Ｃｌｃ）２０３、蓄積容量（Ｃｓｔ）２０２とで構成される。データ線２０８に
供給された映像信号は、画素ＴＦＴ２０１を通して液晶容量２０３と蓄積容量２０２に書
き込まれ、保持される。
【００１６】
　図４８は、この1画素の平面図を示したものであり、図４９は平面図におけるＥ－Ｅ’
の部分の断面を示したものである。図４８には、画素薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）２０１
、蓄積容量（Ｃｓｔ）２０２、蓄積容量線２０６、ゲート線２０７、データ線２０８など
が示されている。また、図４９には、対向基板２１０、対向電極２１１、配向膜２１２、
画素電極（ＩＴＯ）２１４、データ線のＡｌ配線２１５、ＴＦＴ基板２１６が示されてい
る。
【００１７】
　フィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置では、対向基板２１０側の画素と画素の
間に、遮光用のＢＭ（ブラックマトリクス）を配置しないのが一般的である。
　これは、フィールドシーケンシャル方式ではカラーフィルタを設ける必要が無く、ＢＭ
を設ける必要が無いことと、もし対向基板２１０にＢＭを配置した場合、ＴＦＴ基板２１
６と対向基板２１０とを重ね合わせる際に位置ずれが起きると、開口率の低下が生ずる虞
があるからである。そのため、ＴＦＴ基板２１６側にＢＭに相当する機能をもたせる必要
がある。この図の例では、データ線として用いるＡｌ配線２１５を隣り合う画素電極２１
４とオーバーラップさせることでＢＭの機能を代用している。
【００１８】
　しかしながら、このようにデータ線２１５と画素電極２１４とがオーバーラップすると
、データ線２１５の電位変動が容量結合を通じ画素電極２１４の電位変動を引き起こすこ
とになる。
【００１９】
　液晶２１３の応答速度が遅い場合は、液晶の応答は、データ線２１５の電位変動の周波
数（通常フレーム周波数よりも十分高い周波数）に追随できず、画質に影響を与えること
は無いが、フィールドシーケンシャル方式の液晶の場合、周波数の高い電位変動に対して
も液晶２１３が僅かではあるが応答してしまい輝度変化が生ずる。
【００２０】
　また、蓄積容量２０２を形成する蓄積容量線２０６はゲート線２０７に平行に配置され
ることが多いため、その場合にはデータ線２０８とクロスすることになる。このクロス部
での容量結合によって、データ線２０８の電位変動が蓄積容量２０２を介して画素電圧に
変動を与え、これによっても画素の輝度変化が生ずることになる。これらの輝度変化によ
りフリッカが発生し、著しく画質を劣化させる。
【００２１】
　本発明の目的は、応答速度の速い液晶材料を用いた液晶表示装置のフリッカを低減する
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ことで、フィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置の画質を改善し、光利用効率を大
幅に向上させた液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　前記目的を達成するため、本発明に係る液晶表示装置は、縦横に配置されたデータ線と
ゲート線の交点近傍に、少なくともスイッチング素子と画素電極とを有する画素がマトリ
クス状に配置された画素マトリクスと、前記画素マトリクスと液晶層を挟んで対向配置さ
れる対向電極とを含む表示パネルと、
　１フレーム分のカラー画像を表示する期間を複数のサブフレーム期間に分割し、前記サ
ブフレーム期間毎に異なる色の光源を点灯させ、前記光源の色に応じた画像を前記表示パ
ネルに表示する制御部とを有し、
　前記画素電極と前記データ線との間に、絶縁膜で分離されたシールド電極層が配置され
ていることを特徴とするものである。
【００２３】
　本発明を制御システムとして構築した場合、本発明に関わる制御システムは、外部から
の映像信号を受け、１フレーム分のカラー画像を表示する期間を複数のサブフレーム期間
に分割し、前記サブフレーム期間毎に異なる色の映像信号を表示パネルに出力する映像信
号処理手段と、前記サブフレーム期間毎に、前記映像信号処理手段から前記表示パネルへ
の出力が終了した後、前記サブフレーム期間に対応した色の光源を点灯させるバックライ
ト制御信号をバックライトに出力する光源点灯制御手段と、前記表示パネル内に配置され
た画素電極とデータ線との間に配置されたシールド電極層に印加する電圧を、前記表示パ
ネルに出力するシールド電極電圧印加手段とで構築する。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明は、画素電極がデータ線と寄生容量を介して結合することを遮蔽によって防止し
、逆に、寄生容量による結合を利用して、画素電極に生じる電位変動をサブフレーム間で
おおよそ等しくなるように制御することによって、応答速度の速い液晶材料を用いてもフ
リッカを大幅に低減することができ、応答速度の速い液晶材料を用いることで、サブフレ
ーム数の多い駆動方法を用いて、輝度を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　次に、本発明の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００２６】
　本発明の実施形態に係る液晶表示装置は図１～図４１に示すように、基本的構成として
、縦横に配置されたデータ線（Ｄ１～Ｄ１０，１８，５８，７８，８８，９８，１０８，
１１８）とゲート線（Ｇ１～Ｇ８，１７，５７）の交点近傍に、少なくともスイッチング
素子（１１）と画素電極（２４，９４，１０４，１１４）とを有する画素がマトリクス状
に配置された画素マトリクスと、前記画素マトリクスと液晶層を挟んで対向配置される対
向電極とを含む表示パネルと、１フレーム分のカラー画像を表示する期間を複数のサブフ
レーム期間に分割し、前記サブフレーム期間毎に異なる色の光源を点灯させ、前記光源の
色に応じた画像を前記表示パネルに表示する制御部（３２）とを有し、前記画素電極と前
記データ線との間に、絶縁膜で分離されたシールド電極層が配置されていることを特徴と
する。なお、前記制御部は、前記サブフレーム期間毎に、波形を変化させて前記シールド
電極層（２５，５５，９５，１０５）に電圧を印加する。
【００２７】
　本発明の実施形態によれば、画素電極とデータ線とを遮蔽して、この間の寄生容量によ
る結合を少なくして、画素電極に生じる電圧変動に起因するフリッカを大幅に低減するこ
とができる。
【００２８】
　次に、本発明の実施形態に係る液晶表示装置を具体例を用いて更に詳細に説明する。
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【００２９】
［第１の実施形態］
　図１は、本発明の液晶表示装置の第１の実施の形態のＴＦＴ基板の構成を示す回路図で
ある。
【００３０】
　本第１の実施形態は、縦横に配置されたデータ線Ｄ1～Ｄ１０と、ゲート線Ｇ１～Ｇ８
の各交点に少なくとも画素ＴＦＴ（スイッチング素子）１１、液晶容量（Ｃｌｃ）１２で
構成される画素がマトリクス状に配置された画素マトリクスと、その周辺に配置されたデ
ータ線Ｄ1～Ｄ１０を駆動するデータドライバ回路１５、ゲート線Ｇ１～Ｇ８を駆動する
ゲートドライバ回路１４とで構成されるＴＦＴ基板２６と、各画素に共通の対向電極（共
通電極）２１が配置され、ＴＦＴ基板２６と対向配置される対向基板２０との間に液晶を
充填した構成である。ここでＴＦＴ基板２６と対向基板２０の表面には各々液晶を配向さ
せる配向膜２２が配置されている。
【００３１】
　この例ではデータ線を１０本、ゲート線を８本で示しているが、これら値に限定される
ものではない。また画素には蓄積容量（Ｃｓｔ）１３を設けてもよく、データドライバ回
路１５およびゲートドライバ回路１４は、ＴＦＴ基板上にＴＦＴで構成しても、ＴＦＴ基
板上にドライバＩＣを実装した構成を採ることも、ケーブル等により接続されたＴＦＴ基
板外の回路を採用することも可能である。
【００３２】
　図２は、本第１の実施の形態の1画素の平面図を示したものである。また、図３は図２
に示す画素中のＡ－Ａ’の部分の断面構造を示したものである。本第１の実施の形態では
蓄積容量１３を形成する画素電極２４とデータ線１８との間に、データ線１８を覆う幅で
シールド電極（シールド電極層）２５が設けられている。このシールド電極２５は、液晶
表示装置の表示に寄与する画素が配置されている領域のデータ線１８上にすくなくとも配
置されていて、データ線上で隣接する画素のシールド電極層と相互に接続されている。な
お、蓄積容量１３の他端側は共通の蓄積容量線１６で結ばれている。
【００３３】
　次に、図４のタイミングチャートを用い、本第１の実施の形態の動作について説明する
。Ｔｆは1画面分のカラー画像を表示するフレーム期間であり、後述の制御回路３２は、
フレーム期間を少なくとも３つのサブフレーム期間Ｔｓｆ＿ｒ、Ｔｓｆ＿ｇ、Ｔｓｆ＿ｂ
に分割し、前記サブフレーム期間毎に異なる色の光源を点灯させ、前記光源の色に応じた
画像を表示パネルに表示する。
【００３４】
　具体的に説明すると、サブフレーム期間Ｔｓｆ＿ｒにおいて、ゲートドライバ回路１４
は、後述の制御回路３２からの映像信号４３を受け取ると、その映像信号４３に基づいて
、ゲート線Ｇ１～Ｇ８に、順次画素ＴＦＴ１１がＯＮ状態となるパルスを出力する。デー
タドライバ回路１５は、後述の制御回路３２からの制御信号４４を受け取ると、その制御
信号４４に基づいて、ゲートドライバ回路１４の出力に同期してＲの映像信号をデータ線
Ｄ１～Ｄ１０に出力する。
【００３５】
　この動作により、ゲート線Ｇ１～Ｇ８に沿った画素行毎に映像信号が順次書き込まれて
いく。Ｇ８に接続された最後の画素行に映像信号が書き込まれてから、ある一定の期間後
の制御信号ＬＥＤ＿Ｒがハイレベルとなる期間に、赤（Ｒ）の光源を点灯させ、これによ
り赤（Ｒ）の画像が表示される。
【００３６】
　サブフレーム期間Ｔｓｆ＿ｇにおいては、期間Ｔｓｆ＿ｒと同様にゲートドライバ回路
１４によってゲート線Ｇ１～Ｇ８が順次駆動され、それに同期してデータドライバ回路１
５がデータ線Ｄ１～Ｄ１０に緑（Ｇ）の映像を出力することで、緑（Ｇ）の画像が全ての
画素に書き込まれ、制御信号ＬＥＤ＿Ｇがハイレベルの期間に緑（Ｇ）の光源を点灯させ
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ることで、緑（Ｇ）の画像が表示される。同様にサブフレーム期間Ｔｓｆ＿ｂでは青（Ｂ
）の画像が表示される。これら一連の動作により、この液晶表示装置の観察者は赤（Ｒ）
、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の画像を時間的混色作用によりカラー画像として認識することにな
る。
【００３７】
　ここで、最後の画素行に信号が書き込まれてから光源が点灯するまでの期間は、液晶２
３が十分応答できる時間よりも長く設定するのが望ましい。たとえばフレーム周波数６０
Ｈｚの画像を表示する場合、サブフレーム期間が５．６ｍｓ程度であることから、液晶２
３の応答時間も５．６ｍｓ以下が望ましく、応答時間が短いほど光利用効率が向上する。
ただし、光の利用効率低下を容認すれば、液晶２３の応答時間は５．６ｍｓ以上でも表示
を行うことができ、その場合のウエイト期間は液晶２３の応答時間よりも短く設定するこ
とができる。しかし、その際には画面上の輝度差を補正する処理が必要となる場合もある
。ここで言う液晶応答時間は透過率変化が０－９０％、１００－１０％に変化する時間の
合計の時間を指す。
【００３８】
　また、この実施形態では共通電極電位ＶＣＯＭは一定電位として、映像信号のＶＣＯＭ
に対する極性をサブフレーム期間単位で変化させており、シールド電極電位ＶＳＨＤは定
電位としている。全ての画素に書き込まれる映像信号のＶＣＯＭに対する極性をサブフレ
ーム単位で同じにしている理由は、この駆動方法では上下に隣接する画素電極間の電界強
度を小さくすることが可能となり、ディスクリネーションによる光漏れが発生する領域を
小さくすることが出来るからである。光漏れの領域を小さくすると開口率を大きくとるこ
とができ光の利用効率が高まる。ただし、光利用効率の低下を容認できれば、1画素行ご
とに極性の異なるライン反転、市松状に極性の異なるドット反転も用いることができる。
【００３９】
　また、ここでは、対向電極電位ＶＣＯＭは定電位に設定し、画素に書き込まれる映像信
号のＶＣＯＭに対する極性をサブフレーム単位で反転させて、液晶にＤＣ電界が印加され
ないＡＣ駆動を実現する例を示しているが、ＶＣＯＭの電位をサブフレーム単位で変化さ
せる方法を用いても良い。さらに図ではシールド電極電位ＶＳＨＤを定電位にする例を示
したが、この電圧をサブフレーム期間ごとに変化させても良く、サブフレーム期間内を複
数の期間に分割して、その期間毎に電位を変化させることもできる。
【００４０】
　本発明の実施形態の液晶表示装置では、液晶に応答速度の速い材料を用いてもフリッカ
を大幅に低減できる。液晶に応答速度が速い材料を用いた液晶表示装置で問題となるフリ
ッカは、画素電極がデータ線と寄生容量によりカップリングすることで、データ線の電位
変動が画素電極の電位変動を引き起こすことで生じていた。本発明の実施形態の液晶表示
装置では、画素電極の下に絶縁膜を介してシールド電極を設けているため、画素電極とデ
ータ線等との寄生容量を極めて小さくすることが可能となる。そのため、フリッカを大幅
に低減することが可能となる。
【００４１】
　図５に、本発明の第１の実施の形態の液晶表示装置のブロック図を示す。本発明の第１
の実施の形態の液晶表示装置を用いてカラー表示を行うには、液晶表示装置本体（表示パ
ネル）３３を駆動する制御回路３２、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の光源を独立に点灯
制御可能なバックライト３４、および映像信号４１を発生させる信号源３１が必要となる
。
【００４２】
　制御回路３２は、信号源３１からの映像信号４１および同期信号４２を用いて液晶表示
装置本体３３を駆動するために必要となる映像信号４３及び制御信号４４を生成する映像
信号入力手段３２１、液晶表示装置本体３３の動作に同期してバックライト３４を制御す
るＢＬ制御信号４５を出力する光源点灯制御手段３２２を備えている。さらに、後述する
ように、液晶表示装置３３のシールド電極層２５に電圧を印加するシールド電極電圧印加
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手段３２３も備えている。
【００４３】
　バックライト３４は、制御回路３２の光源点灯制御手段３２２からのＢＬ制御信号４５
により、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の光源を独立に点灯できる機能を有しており、そ
のような光源の一例としてＬＥＤを用いることが可能である。また、図示していないが制
御回路３２、液晶表示装置３３、バックライト３４に電圧を供給する電源も必要となる。
【００４４】
　図６のフローチャートに沿って、本発明の第１の実施の形態を駆動する液晶表示装置の
制御部３２の動作について説明する。
【００４５】
　液晶表示装置の動作が開始されると、ステップＳ１０１で制御回路３２は、信号源３１
からの映像信号４１および同期信号４２を入力する。そうしてステップＳ１０２で、サブ
フレーム工程の１つに入り、この入力信号に応じた各色の内の１色に対応する映像信号を
作成する。
【００４６】
　このようにして作成した入力信号に応じた各色の内の１色に対応する映像信号４３を、
ステップＳ１０３で映像信号入力手段３２１を用いてデータ線を介して画素に書き込む（
書き込み工程）。この書き込みが終了した後、ステップＳ１０４で所定の待ち時間を取り
、ステップＳ１０５で光源点灯制御手段３２２を用いて対応する色の光源を点灯させる（
表示工程）。
【００４７】
　このステップＳ１０３からステップＳ１０５までの動作と併行して、ステップＳ１０６
でシールド電極層に印加する電圧波形を前回のものから変更して、ステップＳ１０７でシ
ールド電極電圧印加手段３２３を用いて、この電圧波形をシールド電極層に印加する。こ
のステップＳ１０２からステップＳ１０７までの一連の動作は１サブフレーム工程に当た
る。
【００４８】
　このサブフレーム工程が終了すると、ステップＳ１０８で全色についてサブフレーム工
程が終了したかどうかを判定し、全色について終了していない場合は、ステップＳ１０２
に戻って次の色のサブフレーム工程を実行する。目標とする全色についてサブフレーム工
程が終了すると、ステップＳ１０１に戻って次の入力信号を入力する。
　ここで示したステップＳ１０１からステップＳ１０８までの一連の動作は１フレーム工
程に当たる。
【００４９】
　次に、図２で示した本第１の実施形態の製造方法の一例を、図面を用いて説明する。
　図７～図１１は主なプロセスステップ単位での液晶表示装置本体３３の画素レイアウト
を示したものである。
【００５０】
　まず、ガラスや石英、プラスチックなどの透明基板上にＳｉＯ2やＳｉＮなどの絶縁膜
を成膜して、その上にＴＦＴとなる半導体層を成膜、パターニングする。
　図７は、半導体層のパターニングまで終了した段階の画素レイアウトを示している。こ
の半導体層は必要に応じてアニール、不純物ドープ、水素化、活性化などの処理が、個々
に最適なプロセスステップの中でなされる。
　半導体層の上部には、ＳｉＯ2などによる薄い絶縁膜を挟んでゲート金属層が成膜され
、パターニングされる。
【００５１】
　図８は、ゲート金属のパターニング終了後の画素ＴＦＴ５１、蓄積容量５２、蓄積容量
線５６、ゲート線５７が設けられた画素レイアウトを示している。ゲート線５７に用いる
金属は、プロセスの最高温度により使用できる材料が異なるが、ＷＳｉ、Ｍｏ、Ｃｒ、Ａ
ｌなどを用いることができる。その後、ＳｉＯ2などの絶縁膜を成膜し、必要箇所にデー
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タ線金属と半導体層、ゲート金属との電気的な接続をとるコンタクトホールを形成して、
データ線金属層を成膜、パターニングする。
【００５２】
　図９は、データ線５８を構成する金属層のパターニング終了後の画素レイアウトを示し
ており、この金属層にはＡｌなどの低抵抗金属を用いるのが望ましい。データ線５８の上
にはＳｉＯ2、ＳｉＮなどの絶縁膜を挟んでシールド電極５５を構成する金属層を成膜、
パターニングする。ここでシールド電極５５の幅はデータ線５８の幅よりも広く、データ
線５８を覆う位置に配置し、データ線５８に沿って上下に隣接する画素でシールド電極５
５が接続されている。
【００５３】
　図１０はシールド電極層５５のパターニング終了後の画素レイアウトを示したものであ
る。図示していないがシールド電極層５５は表示領域内、あるいは表示領域外でコンタク
トホールを介してデータ線金属層５８あるいはゲート金属層５７に電気的に接続されてい
る。シールド電極層５５の上には絶縁膜を挟んで画素電極金属層が成膜、パターニングさ
れる。
【００５４】
　図１１は画素電極金属膜パターニング後の画素レイアウトを示している。シールド電極
層５５と画素電極金属層の間の絶縁膜にはＳｉＯ2やＳｉＮとアクリル樹脂などによる平
坦化膜の積層膜を用いることが出来る。また画素電極金属層には透明電極膜が用いられ、
その材料の一例としてＩＴＯがある。画素電極はＴＦＴを形成する半導体層と電気的に接
続する必要が有り、図ではコンタクトホール６０により画素電極が半導体層と接続する例
を示した。
【００５５】
　しかしながら、画素電極と半導体層の間にデータ線金属、シールド金属などを介して複
数のコンタクトホールにより電気的に接続されていても問題は無い。また上記例として上
げた絶縁膜の材料、金属膜の材料は本発明の本質とは関係が無く、別の材料を用いても良
い。本実施の形態で重要となるのは、データ線と画素電極の間に絶縁膜で分離されたシー
ルド電極が積層されている構造を有することである。
【００５６】
　本第１の実施の形態では、液晶に応答速度の速い材料を用いても、フリッカを大幅に低
減することができる。液晶に応答速度が速い材料を用いた液晶表示装置で問題となるフリ
ッカは、画素電極２４がデータ線１８と寄生容量によりカップリングすることで、データ
線１８の電位変動が画素電極２４の電位変動を引き起こすことで生じていた。
　本第１の実施形態では、画素電極２４の下に絶縁膜を介してシールド電極層２５を設け
ているため、画素電極２４とデータ線１８等との寄生容量を極めて小さくすることができ
る。したがって、液晶に応答速度の速い材料を用いてもフリッカを大幅に低減することが
でき、これによって、最後に映像信号を画素に書き込んでから光源を点灯するまでの待ち
時間を短くして光利用効率を上げ、明るい表示が可能な液晶表示装置を実現することがで
きる。
【００５７】
［本発明の第２の実施形態］
　図１２は、本発明の第２の実施形態の画素レイアウトの一例を示したものである。
　第１の実施形態と異なるのは、シールド電極６５が、ゲート線に沿って設けられた導電
層によって隣接する左右の画素のシールド電極６５とも接続されていることである。ここ
で示した例では、左右の画素のシールド電極との接続のためにゲート線上にシールド電極
６５を配置しているが、必ずしもゲート線上に配置する必要は無く画素エリア内であれば
何れの位置に配置してもかまわない。しかしながら、開口率の低下を防ぐ為にゲート線上
あるいは蓄積容量線上に配置することが望ましい。
【００５８】
　この画素レイアウトでは、シールド電極６５が上下・左右の画素間で接続されているた
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め、シールド電極６５とデータ線の容量結合によるシールド電極電位の変動を小さく抑え
ることが可能となり、画素電極の電位変動もより小さくすることができる。結果としてフ
リッカを大幅に低減することが可能となる。
【００５９】
［本発明の第３の実施形態］
　図１３は、本発明の本発明の第３の実施形態の画素レイアウトの一例を示したものであ
る。
【００６０】
　第１の実施形態と異なるのは、シールド電極７５がデータ線７８と画素ＴＦＴとの接続
点上を除いたデータ線７８上にデータ線７８を覆って配置され、データ線７８上で隣接す
る画素のシールド電極と接続されている点である。
　図１３の例では、データ線７８と画素ＴＦＴとの接続のためのコンタクトホール７９が
ある部分で、データ線７８がシールド電極７５で覆われないようになっている。これは、
コンタクトホール７９部では、データ線７８の断面形状に窪みが生じており、その上にシ
ールド電極７５を配置すると、データ線７８とシールド電極７５とがショートする虞があ
るためである。
【００６１】
　ここで示した例では、コンタクトホール７９部を回避するようにシールド電極７５がデ
ータ線７８を覆わない領域を設けたが、同様の理由で、半導体層とデータ線の交差部、ゲ
ート線とデータ線の交差部などで、シールド電極７５がデータ線７８を覆わない部分を設
けても良い。また、図１４に示すように、ゲート線に沿って隣接する画素でシールド電極
８５が接続されるレイアウトとすれば、コンタクトホール８９部や半導体層とデータ線の
交差部、ゲート線とデータ線８８の交差部などで、シールド電極８５が分断されていても
かまわない。
【００６２】
　これらの画素レイアウトでは、シールド電極７５、８５がデータ線７８、８８を覆わな
い面積に応じて、フリッカ抑制の効果が減少するが、シールド電極７５、８５とデータ線
７８、８８がショートすることによって生ずる欠陥を減らすことが可能となり、歩留まり
の向上が期待できる。
【００６３】
［本発明の第４の実施形態］
　図１５は、本発明の第４の実施形態の画素レイアウトを示したものであり、図１６は図
１５中のＢ－Ｂ´で示した部分の断面構造を示したものである。
　第１の実施形態と異なるのは、この第４の実施形態ではシールド電極層９５は、データ
線９８の画素電極９４側の端部と画素電極９４のデータ線９８側の端部との間に配置され
、データ線９８の端部上で隣接する画素のシールド電極層と相互に接続されていることで
ある。
【００６４】
　データ線９８の端部をａと画素電極９４の端部をｂとした際に、ａ－ｂで示されるデー
タ線９８と画素電極９４とのオーバーラップ部分が少なくとも覆われるように、シールド
電極９５が配置されており、このオーバーラップ以外でデータ線９８がシールド電極９５
によって覆われていない部分がある。
【００６５】
　図１５の例では、シールド電極９５がデータ線９８に沿って隣り合う上下の画素で接続
されているが、図１２で示したように左右の画素とも接続されていても良い。また、図１
３で示したように、シールド電極９５とデータ線９８とのショートを防ぐ目的などで、デ
ータ線９８と画素電極９４のオーバーラップ部であってもその一部がシールドで覆われて
いなくても良い。この画素レイアウトでは、画素電極９４とデータ線９８との容量結合の
最も大きな成分となるオーバーラップ部分にシールド電極９５を配置することで、フリッ
カの抑制効果が得られ、さらに、データ線９８とシールド電極９５とのオーバーラップ面
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積を削減することで、データ線９８の配線容量を小さくすることができるので、データ線
９８に高速に電圧を書き込むことが可能となる。さらに、データ線９８を駆動するデータ
ドライバ回路の負荷が小さくなり、低消費電力化も実現できる。
【００６６】
［本発明の第５の実施形態］
　図１７は、本発明の第５の実施形態の画素レイアウトを示したものであり、図１８は図
１７中のＣ－Ｃ´で示した部分の断面構造を示したものである。
【００６７】
　この第５の実施形態では、第４の実施形態と同様、シールド電極層１０５は、データ線
１０８の画素電極１０４側の端部と画素電極１０４のデータ線１０８側の端部との間に配
置され、データ線１０８の端部上で隣接する画素のシールド電極層と相互に接続されてい
る。
【００６８】
　さらに、第１の実施形態と異なる点は、データ線１０８の端部ａと画素電極１０４の端
部ｂとが、画素領域の大半において重ならないように配置されており、シールド電極１０
５がデータ線１０８の端部ａ、画素電極１０４の端部ｂ、あるいはこのａとｂとの両者に
重なるように配置され、データ線１０８の一部または全部がシールド電極１０５によって
覆れていないレイアウトである点である。
【００６９】
　図１７で示した例では、シールド電極１０５がデータ線１０８に沿って隣接する上下の
画素で接続されている例を示しているが、図１２で示したように左右の画素とも接続され
ていても良い。また、図１３で示したように、シールド電極１０５とデータ線１０８との
ショートを防ぐ目的などで、画素電極１０４の端部ａ一部がシールド電極１０５で覆われ
ていなくても良い。
【００７０】
　この画素レイアウトでは、画素電極１０４とデータ線１０８との距離が最も近くなるａ
－ｂを結んだ線上で、画素電極１０４とデータ線１０８との電位差で生ずる電気力線が最
も密となることから、シールド電極１０５をこの部分に配置することで、画素電極１０４
とデータ線１０８との容量結合を小さくすることができ、フリッカの抑制効果が得られる
。さらに、データ線１０８とシールド電極１０５とのオーバーラップ面積を削減すること
で、データ線１０８の配線容量を小さくすることができ、データ線１０８に高速に電圧を
書き込むことが可能となる。さらに、データ線１０８を駆動するデータドライバ回路の負
荷が小さくなり、低消費電力化も実現できる。
【００７１】
［本発明の第６の実施形態］
　図１９は、本発明の第６の実施形態の画素レイアウトを示したものであり、図２０は図
１９中のＤ－Ｄ´で示した部分の断面構造を示したものである。
【００７２】
　本第６の実施形態が第１の実施形態と異なるのは、シールド電極１１５は、データ線１
１８の画素電極１１４側の端部と画素電極１１４のデータ線１１８側の端部とを結ぶ線の
中間点に配置され、データ線１１８に平行なその延長部分が隣接する画素のシールド電極
層と相互に接続されていることである。
【００７３】
　すなわち、データ線１１８の端部ａと画素電極１１４の端部ｂとが、画素領域の大半に
おいて重ならないように配置されており、シールド電極１１５がこのａとｂとの中間点で
あるｃの位置に配置され、データ線１１８の一部または全部をシールド電極１１５が覆っ
ていないレイアウトである点である。
【００７４】
　図１９で示した第６の実施形態ではシールド電極１１５がデータ線１１８に沿って隣接
する上下の画素で接続されている例を示しているが、図１２で示したように左右の画素と
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も接続されていても良い。また、図１３で示したように、シールド電極１１５とデータ線
１１８とのショートを防ぐ目的などで、画素電極１１４の端部ａがシールドで覆われてい
なくても良い。
【００７５】
　この画素レイアウトでは、画素電極１１４とデータ線１１８との距離が最も近くなるａ
－ｂを結んだ線上に、画素電極１１４とデータ線１１８との電位差で生ずる電気力線が密
となることから、シールド電極１１５をこの部分に配置することで、画素電極１１４とデ
ータ線１１８との容量結合を小さくすることができ、フリッカの抑制効果が得られる。し
かしながら、第５の実施形態で示した例よりもその効果は小さい。
【００７６】
　反面、シールド電極１１５が画素電極１１４やデータ線１１８とオーバーラップしない
ため、シールド電極１１５を配置することにより生ずる、画素部の段差を小さくすること
が可能となる。段差の減少は、液晶分子の配向性向上に有効となる。さらに、データ線１
１８とシールド電極１１５とのオーバーラップ面積が削減できることで、データ線１１８
の配線容量を小さくすることができ、データ線１１８に高速に電圧を書き込むことが可能
となる。さらに、データ線１１８を駆動するデータドライバ回路の負荷が小さくなり、低
消費電力化も実現できる。
【００７７】
［本発明の第７の実施形態］
　図２１は、本発明の液晶表示装置の第７の実施形態の駆動方法を示したタイミングチャ
ートである。
【００７８】
　液晶表示装置の構成および構造として、上述した本発明の第１乃至第６の実施形態のう
ちの何れを用いても差し支えない。この第７の実施形態が第１の実施形態と異なるのはそ
の駆動方法であって、シールド電極電位ＶＳＨＤの制御の仕方である。図２１に示すよう
に、本第７の実施形態では、シールド電極電位ＶＳＨＤを映像信号のＶＣＯＭに対する極
性に応じてサブフレーム単位で変化させている。
【００７９】
　この液晶表示装置の駆動方法により、フリッカを大幅に低減することができる。
　先に説明したようにシールド電極を定電位にするだけで、データ線の電位変動による画
素電極の電位変動を十分小さくすることが可能となるが、さらにサブフレーム単位でシー
ルド電極の電位を変化させることで、シールドの効果だけでは防ぎきれない映像信号の極
性の違いに伴う輝度差も補償することが可能になり、よりフリッカを小さくすることが可
能になる。
【００８０】
　その理由は、シールド電極の電位を映像信号の極性毎に変える事で、シールド電極の電
位により画素電極電位を制御することが可能となり、シールド効果だけで防げなかった輝
度変化を小さくすることが可能となるためである。
　シールド電極電位ＶＳＨＤの変化量は、液晶表示装置を観測しながらＶＳＨＤを変化さ
せフリッカ量が最も小さくなるように調整することで求めることができる。
【００８１】
［本発明の第８の実施形態］
　図２２は、本発明の第８の実施形態での駆動方法を示したタイミングチャートである。
液晶表示装置の構成および構造として、上述した本発明の第１乃至第６の実施形態のうち
の何れを用いても差し支えない。この第８の実施形態が第１の実施形態と異なるのはその
駆動方法であって、シールド電極電位ＶＳＨＤの制御の仕方である。
【００８２】
　図２２に示すように、本第８の実施形態では、シールド電極電位ＶＳＨＤを映像信号の
ＶＣＯＭに対する極性に応じてサブフレーム毎に変化させ、さらにサブフレーム内でも映
像信号を書き込んでいる期間とそれ以外の期間とで変化させている点が相違点である。
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【００８３】
　サブフレーム内で電位が異なる期間は、映像信号の書き込みが終了して、次の書き込み
が開始されるまでの間で、少なくとも光源が点灯している期間が含まれるように設定され
ている。
【００８４】
　この方法によるとシールド電極電位の変化による輝度の制御をより効果的に行うことが
できる。その理由は、映像信号の書き込みが終了してからシールド電極電位を変化させる
ため、画素が映像信号を保持している状態でシールド電極電位の変化により画素電極が変
動する事になる。そのため画素電極電位の変動量に応じて輝度を変化させることができ、
より効果的に輝度を制御することが可能となるからである。シールド電極電位ＶＳＨＤの
変化量は、液晶表示装置を観測しながらＶＳＨＤを変化させフリッカ量が最も小さくなる
ように調整することで求めることができる。
【００８５】
［本発明の第９の実施形態］
　図２３は、本発明の液晶表示装置の第９の実施形態での駆動方法を示したタイミングチ
ャートである。
【００８６】
　液晶表示装置の構成および構造として、上述した本発明の第１乃至第６の実施形態のう
ちの何れを用いても差し支えない。この第１０の実施形態が第１の実施形態と異なるのは
その駆動方法であって、対向電極電位ＶＣＯＭをサブフレーム単位で変化させ、それに応
じて映像信号の電位設定が異なることと、シールド電極電位の制御の仕方が異なることで
ある。対向電極電位ＶＣＯＭをサブフレーム単位でほぼ映像信号の最大振幅と等しい大き
さで変化させ、このＶＣＯＭの電位に合わせて映像信号の電位を設定する。
【００８７】
　この駆動方法では、データドライバ回路が出力する映像信号の振幅を、ＶＣＯＭを定電
位に設定した場合と比較して約半分に抑えることができる。これによりデータドライバ回
路の消費電力を低くすることが可能となる。またシールド電極電位を定電位に設定するこ
とで、画素電極をデータ線電位変動からシールドする効果が得られ、フリッカを小さくす
ることが可能となる。
【００８８】
［本発明の第１０の実施形態］
　図２４は、本発明の液晶表示装置の第１０の実施形態での駆動方法を示したタイミング
チャートである。液晶表示装置の構成および構造として、上述した本発明の第１乃至第６
の実施形態のうちの何れを用いても差し支えない。この第１０の実施形態が先に述べた第
９の実施形態と異なるのは、対向電極電位ＶＣＯＭをサブフレーム単位で変化させるとと
もに、シールド電極電位ＶＳＨＤをサブフレーム単位で変化させることである。
【００８９】
　図２４で示した例ではサブフレームＴｓｆ＿ｒ、Ｔｓｆ＿ｇ、Ｔｓｆ＿ｂ毎に、画素に
書き込まれる映像信号Ｄ１～Ｄ１０の対向電極電位ＶＣＯＭに対する極性が変化しており
、バックライトの制御信号ＬＥＤ＿Ｒ、ＬＥＤ＿Ｇ、ＬＥＤ＿Ｂがローレベルになってか
ら次のサブフレームにおいて映像信号が書き込まれるまでの間でシールド電極電位ＶＳＨ
Ｄを変化させている。
【００９０】
　この駆動方法では、サブフレーム単位でシールド電極の電位を変化させることで、シー
ルドの効果だけでは防ぎきれない映像信号の極性の違いに伴う輝度差も補償することが可
能となり、よりフリッカを小さくすることが可能となる。その理由は、第７の実施形態と
同様である。シールド電極電位ＶＳＨＤの変化量は、液晶表示装置を観測しながらＶＳＨ
Ｄを変化させフリッカ量が最も小さくなるように調整することで求めることができる。
【００９１】
［本発明の第１１の実施形態］
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　図２５は、本発明の液晶表示装置の第１１の実施形態の駆動方法を示したタイミングチ
ャートである。液晶表示装置の構成および構造として、上述した本発明の第１乃至第６の
実施形態のうちの何れを用いても差し支えない。この第１１の実施形態が先に述べた第４
の実施形態と異なるのは、対向電極電位ＶＣＯＭをサブフレーム単位で変化させるととも
に、シールド電極電位ＶＳＨＤもサブフレーム単位で変化させ、さらにサブフレーム期間
内でも映像信号を書き込んでいる期間とそれ以外の期間とで変化させている点である。
【００９２】
　この方法によるとシールド電極電位の変化による輝度の制御をより効果的に行うことが
可能となる。その理由は第８の実施形態と同様である。シールド電極電位ＶＳＨＤの変化
量は、液晶表示装置を観測しながらＶＳＨＤを変化させフリッカ量が最も小さくなるよう
に調整することで求めることができる。
【００９３】
［本発明の第１２の実施形態］
　図２６は、本発明の液晶表示装置の第１２の実施形態の駆動方法を示したタイミングチ
ャートである。液晶表示装置の構成および構造として、上述した本発明の第１乃至第６の
実施形態のうちの何れを用いても差し支えない。また、図２６のタイミングチャートで示
した駆動方法は、第１の実施形態のものとほぼ同じである。第１の実施形態と異なるのは
、対向電極電位ＶＣＯＭの駆動波形と光源の点灯タイミングである。
【００９４】
　各サブフレームにおいて対向電極電位ＶＣＯＭの電圧を、映像信号を書き込んでいる期
間と、それ以外の期間とで変化させる。変化の方法は、映像信号を書き込んでいる期間に
おいてＶＣＯＭの値を、各画素に書き込まれる映像信号の値に関わらず全ての画素がおお
よそ黒の表示となるような電圧として、全ての映像信号の書き込みが終了した後、ＶＣＯ
Ｍを通常の電圧に戻すという駆動方法である。また、バックライトの光源をＶＣＯＭが通
常の電圧に変化してからある一定時間後に点灯させる。
【００９５】
　この動作により液晶表示装置の全ての画素は、ＶＣＯＭが通常の電圧に変化した時点か
ら一斉に書き込まれた映像信号に応じた状態に変化するため、液晶の変化が十分に終了す
る前に光源を点灯させても画面の位置による輝度差が生じない。その結果、バックライト
を点灯させる期間を長く設定することが可能となり、明るい画面が得られる。
【００９６】
　この駆動方法を行う場合は、各サブフレーム期間において全ての画素に書き込まれる映
像信号のＶＣＯＭに対する極性を同じにする必要がある。この駆動方法におけるシールド
電極電位ＶＳＨＤおよび映像信号の電位設定の方法を、第７の実施の形態から第１１の実
施の形態で示したいずれかの方法に変えても良い。この駆動方法の場合、液晶に求められ
る応答時間は必ずしもサブフレーム期間程度まで短く無くともよいが、応答時間が短いほ
ど光の利用効率は向上する。
【００９７】
　本第１２の実施の形態の駆動方法によれば、応答速度の速い液晶材料を用いてもフリッ
カの無い画質を得る事が可能となる。その理由は、第１の実施の形態から第１１の実施の
形態について述べた理由と同様である。また、それ以外に、画面が明るくなるという効果
も得られる。その理由はバックライトを点灯させる期間を長く設定することが可能になる
ためである。
【００９８】
［本発明の第１３の実施形態］
　図２７は、本発明の液晶表示装置の第１３の実施形態の駆動方法を示したタイミングチ
ャートである。液晶表示装置の構成および構造として、上述した本発明の第１乃至第６の
実施形態のうちの何れを用いても差し支えない。
【００９９】
　この駆動方法では１フレーム期間Ｔｆを４つのサブフレーム期間Ｔｓｆ＿ｒ、Ｔｓｆ＿
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ｇ１、Ｔｓｆ＿ｂ、Ｔｓｆ＿ｇ２に分割している。各フレーム期間での動作は第１の実施
形態で示した動作とほぼ同様であり、シールド電極電位ＶＳＨＤを一定にしている点が異
なるだけである。Ｔｓｆ＿ｒ、Ｔｓｆ＿ｂはそれぞれＲの画像とＢの画像を表示させ、Ｔ
ｓｆ＿ｇ１とＴｓｆ＿ｇ２は共にＧの画像を表示する。また図示していないが、次のフレ
ームでは各サブフレーム毎に、映像信号の対向電極電位との極性を反転させる。
【０１００】
　この駆動方法ではＧの画像を２回表示させるため、画面を明るく出来るというメリット
がある。液晶表示装置に適正な白を表示させる場合に必要となるＲ、Ｇ、Ｂの輝度の内Ｇ
が最も大きく、次にＲ、Ｂという順序となるため、バックライトのＧの光源の輝度を高く
する必要がある。
【０１０１】
　光源にＬＥＤを用いた場合、ＬＥＤに流す電流を大きくしていくと発光効率が低下する
という問題がある。そのためＧのＬＥＤの数を他の色よりも多くするか、Ｒ、ＢのＬＥＤ
をＧに比べて小さな電流で駆動する必要があった。しかしながら、１フレームにＧを２回
表示させると、１回当りに必要となる輝度を小さくすることができ、電流も小さくするこ
とが出来る。その結果発光効率を低下させて動作させる必要が無いため、同じ電力でバッ
クライトを駆動しても明るい画像を得ることが可能となる。
【０１０２】
　同様の理由で、１フレームを５つのサブフレームに分割してＧ、Ｒを２回表示させる駆
動方法でも画面をより明るくすることが可能になる。また、この駆動方法における対向電
極電位ＶＣＯＭ、シールド電極電位ＶＳＨＤおよび映像信号の電位設定の方法を先に述べ
た第７から第１２の実施形態で示した方法に変えても良い。その場合、画面が明るくなる
という効果の他に、それぞれの実施形態で示した効果も得られる。
【０１０３】
［本発明の第１４の実施形態］
　図２８は、上述した本発明の液晶表示装置の各実施の形態を用いた液晶プロジェクタの
構成例を示したものである。
【０１０４】
　この液晶プロジェクタは、光源用ランプ１２１、色分離ミラー１２２、複数のミラー１
２３、２つのカラーホイール１２４、１２５、Ｇ用液晶表示装置１２６、Ｒ、Ｂ用液晶表
示装置１２７、合成プリズム１２８、投射レンズ１２９で構成される。色分離ミラー１２
２は、緑（Ｇ）の波長域の光のみを透過し、それ以外の波長域の光を反射する機能を有す
るものであるが、必ずしも１枚のミラーで構成される必要は無く、複数の色分離ミラーと
ミラー、あるいは色フィルタとミラーなどで構成しても良い。
【０１０５】
　ここで用いるカラーホイール１２４、１２５は、図２９、３０に示すように、赤の波長
域の光を透過するＲフィルタ１３２、青の波長域の光を透過するＢフィルタ１３３と光を
遮光する遮光フィルタ１３１がドーナッツ状の円盤に配置されたＲ、Ｂ用カラーホイール
１２５と、緑の波長域の光を透過するＧフィルタ１３４と、光を遮光する遮光フィルタ１
３がそれぞれ２ずつドーナッツ状の円盤に配置されたＧ用カラーホイール１２４である。
Ｇ用カラーホイール１２４のＧフィルタ１３４は、緑以外の波長域の光を透過するものを
用いても良い。
【０１０６】
　合成プリズム１２８は、複数のプリズムを組み合わせた構造で、２面から入射された光
を合成し別の面から出力する機能を有している。この合成プリズム１２８の代わりに同等
の機能を有する光学系を用いても良い。
【０１０７】
　Ｇ用液晶表示装置１２６及びＲ、Ｂ用液晶表示装置１２７の構成および構造として、上
述した本発明の第１乃至第６の実施形態のうちの何れを用いても差し支えない。以降、第
１の実施形態で示した液晶表示装置として動作の説明を行う。
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【０１０８】
　光源用ランプ１２１から出射された白色光が、色分離ミラー１２２により緑の領域の光
と、それ以外の波長域の光に分離される。緑の領域のＧ光は、Ｇ用カラーホイール１２４
及び途中ミラー１２３等を介してＧ用液晶表示装置１２６に照射され、その透過光が合成
プリズム１２８に入射される。
【０１０９】
　緑の領域以外の光は、途中ミラー１２３等を介してＲ、Ｂ用カラーホイール１２５に入
射され、その透過光がＲ、Ｂ用液晶表示装置１２７に照射される。Ｒ、Ｂ用液晶表示装置
１２７の透過光は合成プリズム１２８に入射され、Ｇ用液晶表示装置１２６の透過光と合
成されて、投射レンズ１２９を通してスクリーンに拡大投射される。
【０１１０】
　図３１及び図３２は、それぞれＲ、Ｂ用液晶表示装置１２７のタイミングチャートと、
Ｇ用液晶表示装置１２６のタイミングチャートを示している。
【０１１１】
　まず、Ｒ、Ｂ用液晶表示装置１２７の動作について図３１に沿って説明する。Ｒ、Ｂ用
液晶表示装置１２７では、１フレーム期間を２つのサブフレーム期間Ｔｓｆ＿ｒ、Ｔｓｆ
＿ｂに分割している。
【０１１２】
　サブフレーム期間Ｔｓｆ＿ｒでは、ゲートドライバ回路がゲート線Ｇ１～Ｇ８に順次画
素ＴＦＴがＯＮ状態となるパルスを出力する。データドライバ回路はゲートドライバ回路
の出力に同期して赤（Ｒ）の映像信号をデータ線に出力する。この動作により、ゲート線
に沿った画素行毎に映像信号が順次書き込まれていく。最後の画素行であるＧ８に接続さ
れた画素行に映像信号が書き込まれてからある一定の時間後に、制御信号ＬＰＭ＿Ｒがハ
イレベルとなる期間に、カラーホイール１２５のＲフィルタ１３２が、ミラー１２３とＲ
、Ｂ用液晶表示装置１２７とを結ぶ光路に来るように回転を制御することで、赤の波長域
の光が液晶表示装置１２７に照射される。この透過光であるＲ画像が合成プリズム１２８
、投射レンズ１２９を通してスクリーンに投射される。
【０１１３】
　同様に、サブフレーム期間Ｔｓｆ＿ｂでも液晶表示装置１２７にＢの映像信号を順次書
き込み、制御信号ＬＰＭ＿Ｂがハイレベルとなる期間にカラーホイール１２５のＢフィル
タ１３３がミラー１２３とＲ、Ｂ用液晶表示装置１２７とを結ぶ光路に来るように回転を
制御することで、青（Ｂ）の画像が得られる。この青（Ｂ）の画像も、合成プリズム１２
８、投射レンズ１２９を通してスクリーンに投射される。
【０１１４】
　一方、Ｇ用液晶表示装置１２６では、図３２のタイミングチャートに示したように、1
フレーム期間を２つのサブフレーム期間Ｔｓｆ＿ｇ１、Ｔｓｆ＿ｇ２に分割し、それぞれ
の期間で緑（Ｇ）の映像信号を液晶表示装置１２６に表示して、スクリーンに投射する。
２つのサブフレーム期間Ｔｓｆ＿ｇ１とＴｓｆ＿ｇ２で表示する映像は、まったく同一の
映像信号でも、ある規則に従い変化させた映像信号でも良い。
【０１１５】
　ある規則の一例として、入力信号の輝度信号精度を、本来液晶表示装置１２６で表現で
きる精度の２倍にして、液晶表示装置１２６の最小分解能以下の輝度を表示させる場合に
は、どちらか一方のサブフレーム期間のみ表示させない様にすることで表現できるように
する駆動方法が考えられる。
【０１１６】
　このような動作をすることでＧの階調数を２倍にすることが可能となる。Ｒ、Ｂの画像
を投射するタイミングとＧの画像を投射するタイミングは、まったく同じでも良く、ずれ
ていても問題は無い。Ｒ、Ｂ用液晶表示装置、Ｇ用液晶表示装置の対向電極電位ＶＣＯＭ
、シールド電極電位ＶＳＨＤは、共にある一定の電位としているが、液晶表示装置の断面
構造と合わせて上述した第７乃至第１１の実施形態で示してきた何れの方法を用いても良
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い。
【０１１７】
　本第１４の実施形態によって、液晶プロジェクタ装置の小型化、低コスト化が実現でき
る。その理由は、従来３つの液晶表示装置が必要であったところを２つの液晶表示装置で
プロジェクタを構成することが可能となるためである。
【０１１８】
［本発明の第１５の実施形態］
　図３３は、本発明の第１４の実施形態である図２８で示した液晶プロジェクタのＧ用液
晶表示装置１２６の別の駆動方法を示したタイミングチャートである。
【０１１９】
　ここに示した駆動方法では、Ｇ用液晶表示装置１２６は１フレーム期間に１回だけ緑（
Ｇ）の画像の表示を行う。また緑（Ｇ）の波長域の光が１フレーム期間常に液晶表示装置
に照射されている。そのため、図２８で示した液晶プロジェクタの構成の中でＧ用カラー
ホイールを設ける必要がない。
【０１２０】
　本液晶プロジェクタでは、装置の小型化、低コスト化が実現できる。その理由は、従来
３つの液晶表示装置が必要であったところを２つの液晶表示装置でプロジェクタを構成す
ることが可能である事と、さらにＧ用カラーホイールも必要無いためである。
【０１２１】
［本発明の第１６の実施形態］
　図３４は、本発明の第１６の実施形態を示すブロック図である。
　本発明の第１６の実施形態は、左右に独立して点灯期間を制御できるバックライト（照
明装置）１４５、液晶型表示パネル１４２、レンズアレイ１４１、左右の光源１４３、１
４４及び図示しない液晶表示装置、バックライトを駆動する制御回路、電源で構成される
。液晶型表示パネル１４２は、以上説明した実施形態の液晶表示装置、すなわち、シール
ド電極２５を設けた構造のものである。バックライト１４５は、左右に配置された２つの
光源１４３、光源１４４のどちらを点灯させるかによって、出て来る光の角度が異なる。
【０１２２】
　図３５、３６は、それぞれ光源１４３、光源１４４を点灯した際の光の放射方向を示し
たものである。たとえば、図３５のように光源１４３を点灯させた場合、放出される光は
バックライト１４５上面の垂線に対して左に傾いたほぼ平行な光となる。
　同様に光源１４４を点灯させた場合、放出される光は図３６に示したように垂線に対し
て右に傾いたほぼ平行な光となる。
【０１２３】
　バックライト１４５は、２つの異なる方向に照射された光の一方を第一の観察位置に液
晶型表示パネル１４２、とくにその画素を透過して照射し、もう一方の方向に照射された
光を第二の観察位置に前記画素を透過して照射する。制御回路３２は、前記２つの異なる
方向に照射される光を連続する２つのサブフレーム期間毎に交互に照射する指令をバック
ライト１４５に出力することで、前記照射される光の方向に応じて、第一の観察位置用の
画像、或いは第二の観察位置用の画像を表示する。
【０１２４】
　これにより、前記第一の観察位置と第二の観察位置とにそれぞれ違った画像が表示され
ることとなる。また、前記第一の観察位置と第二の観察位置とを観察者の左目と右目との
位置に設定し、右目用の画像と左目用の画像との表示によって三次元画像を表示させるこ
とができる。また、さらに光源１４４と光源１４３とは、Ｒ、Ｇ、Ｂの光の３原色に対応
した３つの光源から構成されており、そのそれぞれが独立して点灯期間を制御出来る。
【０１２５】
　図３７は、本ディスプレイに用いる液晶型表示パネル１４２の構成を示したものである
。この液晶型表示パネル１４２にはカラーフィルタは無く、各画素も副画素に分割されて
いない。液晶表示装置の構成および構造として、上述した本発明の第１乃至第６の実施形
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態のうちの何れを用いても差し支えない。また、用いる液晶材料は高速に動作可能な材料
を用いる。
【０１２６】
　図３８は、液晶型表示パネル１４２の動作を示したタイミングチャートである。図中Ｔ
ｆは1画面分の３次元画像を表示させるフレーム期間を示している。本液晶型表示パネル
では、このフレーム期間Ｔｆを２つのサブフレーム期間Ｔｒｓ、Ｔｌｓに分割する。Ｔｒ
ｓでは右目に到達する画像を表示させるサブフレーム期間であり、Ｔｌｓは左目に到達す
る画像を表示させるサブフレーム期間である。
【０１２７】
　各サブフレームはさらに３つの期間に分割される。サブフレームＴｒｓはＴｒｓ＿ｒ、
Ｔｒｓ＿ｇ、Ｔｒｓ＿ｂに分割され、サブフレームＴｌｓはＴｌｓ＿ｒ、Ｔｌｓ＿ｇ、Ｔ
ｌｓ＿ｂに分割される。個々の期間Ｔｒｓ＿ｒ、Ｔｒｓ＿ｇ、Ｔｒｓ＿ｂ、Ｔｌｓ＿ｒ、
Ｔｌｓ＿ｇ、Ｔｌｓ＿ｂでの動作は第７乃至第１１の実施の形態で示した何れか１つの方
法で動作させれば良く、これにより３次元画像を表示させることが出来る。図中、Ｒ＿Ｌ
ＥＤ＿Ｒは光源１４４の赤の波長域の光を発光する光源の点灯期間を示しており、同様に
Ｒ＿ＬＥＤ＿Ｇ、Ｒ＿ＬＥＤ＿Ｂはそれぞれ光源１４４の緑、青の波長域の光を発光する
光源の点灯期間を、Ｌ＿ＬＥＤ＿Ｒ、Ｌ＿ＬＥＤ＿Ｇ、Ｌ＿ＬＥＤ＿Ｂはそれぞれ光源１
４３の赤、緑、青の波長域の光を発光する光源の点灯期間を示している。
【０１２８】
　本発明の実施形態によれば、明るく、フリッカの少ないカラーの３次元画像を表示させ
ることが可能となる。その理由は、本発明の実施形態で用いる液晶表示装置にはカラーフ
ィルタを用いていないためである。このため画素を３つの副画素に分割する必要が無く、
バックライトの光を効率的に利用することが可能となる。さらに、右目用の画像と左目用
の画像を表示させるために画素を分割する必要が無い。そのため、同じ表示面積の液晶表
示装置を作製した場合、光を透過させる開口率を大きくすることが可能となり、明るい画
像を得ることが出来る。また、フリッカが少なくなる理由は、先に述べた第１から第１３
の実施形態で示したのと同様である。
【０１２９】
［本発明の第１７の実施形態］
　図３９は、図３４で示した液晶型表示パネルの別の構成を示したものである。この液晶
型表示パネルは図４０に示すように、各画素をＲ、Ｇ、Ｂ３つの副画素に分割している。
そのため、バックライトの光源Ｒ、光源Ｌは白色の光を発光する光源を用いる。
【０１３０】
　図４１は、第１７の実施形態の液晶表示装置のタイミングチャートを示している。１画
面分の３次元の画像を表示させる１フレーム期間Ｔｆを２つのサブフレーム期間Ｔｒｓ、
Ｔｌｓに分割し、それぞれの期間で右目用の画像、左目用の画像を表示させる。
　光源Ｒの点灯期間はＲ＿ＢＬのハイレベルの期間で表され、右目用の画像の書き込みが
終了してある一定の時間後に点灯が開始される。同様に光源Ｌの点灯期間はＬ＿ＢＬのハ
イレベルで表されている。
【０１３１】
　液晶表示装置の構成および構造として、上述した本発明の第１乃至第６の実施形態のう
ちの何れを用いても差し支えない。また、対向電極電位ＶＣＯＭ、シールド電極ＶＳＨＤ
、映像信号電位は構造に合わせ、さきに述べた第７から第１１の実施形態で示した何れの
方法で動作させても良い。また液晶材料は応答速度が速い材料を用いる。
【０１３２】
　本発明の実施形態では、明るく、フリッカの少ないカラーの３次元画像を表示させるこ
とが可能となる。その理由は、本発明の実施形態で用いる液晶表示装置では右目用の画像
と左目用の画像を表示させるために画素を分割する必要が無い。そのため、同じ表示面積
の液晶表示装置を作製した場合、光を透過させる開口率を大きくすることが可能となり、
明るい画像を得ることが出来る。また、フリッカが少なくなる理由は、さきに第１から第
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１０の実施形態の各々について述べたと同様である。
【０１３３】
　本発明の実施形態ではさらに、上述した各実施の形態で述べた液晶表示装置や液晶シス
テムを携帯端末装置に用いることもできる。これによって、表示部のフリッカが少なく、
表示輝度が明るい携帯端末装置を実現することができる。
【０１３４】
　以上の説明では、本発明の実施形態の液晶表示装置や液晶システム及びそこで用いられ
る駆動方法について述べたが、以上の駆動方法の各工程での実行内容をプログラム化して
制御部のコンピュータに実行させるように構成しても良い。これにより、高速に応答する
液晶材料を用いてもフリッカを少なくて、表示輝度を明るくするという命題をコンピュー
タによって解決することができる。
【０１３５】
　本発明の実施形態によれば、液晶表示装置に応答速度の速い液晶材料を用いてもフリッ
カを大幅に低減することができる。
【０１３６】
　液晶に応答速度が速い材料を用いた液晶表示装置で問題となるフリッカは、画素電極が
データ線と寄生容量によりカップリングすることで、データ線の電位変動が画素電極の電
位変動を引き起こすことで生じていた。本発明の液晶表示装置では、画素電極の下に絶縁
膜を介してシールド電極層を設けているため、画素電極とデータ線等と間の寄生容量を極
めて小さくすることが可能となる。これにより、フリッカを大幅に低減することが可能と
なる。
【０１３７】
　さらに本発明の実施形態では、フィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置の表示輝
度を向上させることが可能となる。フィールドシーケンシャル方式において、適正なホワ
イトバランスを実現するために必要となる光量は、Ｇ、Ｒ、Ｂの順で多くなる。そのため
フィールドシーケンシャル駆動では、Ｇの画像を他の色の画像よりも多く表示させること
が輝度を上げるのに有効となるが、サブフレーム数を多くすると、サブフレーム期間が短
くなり、より高速に応答する液晶材料が必要となる。ただし既に述べたように、液晶の応
答速度が速い場合、フリッカが発生するという問題が生じる。
【０１３８】
　本発明の実施形態では、応答速度の速い材料を用いてもフリッカを低減することができ
ることから、サブフレーム数の多い駆動方法を用いることが可能となるため、明るくフリ
ッカの少ない画像を得ることが出来る。
【０１３９】
　また、本発明の実施形態によると、液晶プロジェクタの小型化、低コスト化を実現する
ことができる。本発明の実施形態では、液晶表示装置にフィールドシーケンシャル方式を
用いても、フリッカの少ない画像が得られるため、従来３つの液晶表示装置が必要であっ
たところを２つの液晶表示装置でプロジェクタを構成することができ、その分小型化、低
コスト化が図れる。さらに、本発明の実施形態では、明るく、フリッカの少ないカラーの
３次元画像を表示させることができる。
【０１４０】
　本発明の実施形態で用いる液晶表示装置にフィールドシーケンシャル方式を用いてもフ
リッカの少ない画像が得られるため、カラーフィルタを設ける必要が無い。そのため画素
を３つの副画素に分割する必要が無く、バックライトの光を効率的に利用することができ
る。さらに、右目用の画像と左目用の画像を表示させるために画素を分割する必要が無く
、同じ表示面積の液晶表示装置を作製した場合、光を透過させる開口率を大きくすること
が可能となり、明るい画像を得ることが出来る。
【産業上の利用可能性】
【０１４１】
　以上に述べたように、本発明によると、フリッカの少ない明るい画面の液晶表示装置を



(20) JP 5522336 B2 2014.6.18

10

20

30

40

50

実現できるので、ＴＶ、撮像装置、携帯端末、プロジェクタなどをはじめとして液晶表示
装置を用いる広範な産業分野に広く用いることができ、利用の可能性が高い。
【図面の簡単な説明】
【０１４２】
【図１】本発明における液晶表示装置の第１実施形態の表示部を示す回路図である。
【図２】図１に示す第１実施形態の1画素の構成を示す平面図である。
【図３】図２におけるＡ－Ａ´線に沿った概略断面図である。
【図４】図１における第１実施形態の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図５】本発明の第１実施形態における液晶表示装置全体の構成を示すブロック図である
。
【図６】図５に開示した液晶表示装置全体の動作を示すフローチャートである。
【図７】図１に開示した表示部の製造工程におけるプロセスステップの画素レイアウト（
１）を示す説明図である。
【図８】図７に続くプロセスステップの画素レイアウト（２）を示す説明図である。
【図９】図８に続くプロセスステップの画素レイアウト（３）を示す説明図である。
【図１０】図９に続くプロセスステップの画素レイアウト（４）を示す説明図である。
【図１１】図１０に続くプロセスステップの画素レイアウト（５）を示す説明図である。
【図１２】本発明の第２実施形態における画素レイアウトを示す説明図である。
【図１３】本発明の第３実施形態における画素レイアウトを示す説明図である。
【図１４】本発明の第３実施形態における他の画素レイアウトを示す説明図である。
【図１５】本発明の第４実施形態における画素レイアウトを示す説明図である。
【図１６】本発明の第４実施形態における1画素の断面構造図である。
【図１７】本発明の第５実施形態における画素レイアウトを示す説明図である。
【図１８】本発明の第５実施形態の1画素の断面構造図である。
【図１９】本発明の第６実施形態における画素レイアウトを示す説明図である。
【図２０】本発明の第６実施形態の1画素の断面構造図である。
【図２１】本発明の第７実施形態における液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチャ
ートである。
【図２２】本発明の第８実施形態における液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチャ
ートである。
【図２３】本発明の第９実施形態における液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチャ
ートである。
【図２４】本発明の第１０実施形態における液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチ
ャートである。
【図２５】本発明の第１１実施形態における液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチ
ャートである。
【図２６】本発明の第１２実施形態における液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチ
ャートである。
【図２７】本発明の第１３実施形態における液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチ
ャートである。
【図２８】本発明の第１４実施形態である液晶プロジェクタの構成を示すブロック図であ
る。
【図２９】本発明の第１４実施形態で用いられるカラーホイールの構造を示す説明図であ
る。
【図３０】本発明の第１４実施形態で用いられるカラーホイールの他の構造を示す説明図
である。
【図３１】本発明の第１４実施形態における液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチ
ャートである。
【図３２】本発明の第１４実施形態における液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチ
ャートである。
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【図３３】本発明の第１５実施形態における液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチ
ャートである。
【図３４】本発明の第１６実施形態である３次元画像表示ディスプレイの構成を示すブロ
ック図である。
【図３５】本発明の第１６実施形態で用いられるバックライトの動作を示す説明図である
。
【図３６】本発明の第１６実施形態で用いられるバックライトの他の動作を示す説明図で
ある。
【図３７】本発明の第１６実施形態における液晶表示装置の構成を示すブロック図である
。
【図３８】本発明の第１６実施形態における液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチ
ャートである。
【図３９】本発明の第１７実施形態である３次元画像表示ディスプレイで用いられる液晶
表示装置の表示部分の構成を示すブロック図である。
【図４０】本発明の第１７実施形態で用いられる液晶表示装置の画素レイアウトを示す説
明図である。
【図４１】本発明の第１７実施形態で用いられる液晶表示装置の駆動方法を示すタイミン
グチャートである。
【図４２】関連する液晶表示装置の表示部の構成を示すブロック図である。
【図４３】関連する液晶プロジェクタ装置に用いる液晶表示装置の構成を示すブロック図
である。
【図４４】関連する液晶プロジェクタ装置の構成を示す説明図である。
【図４５】関連するフィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置の構成を示すブロック
図である。
【図４６】関連するフィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置の駆動方法を示すタイ
ミングチャートである。
【図４７】関連するフィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置の１画素の等価回路図
である。
【図４８】関連するフィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置の１画素の構成を示す
平面図である。
【図４９】関連するフィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置の断面構造図である。
【符号の説明】
【０１４３】
　１１　画素ＴＦＴ（スイッチング素子）
　１７　ゲート線
　１８　データ線
　２１　対向電極（共通電極）
　２３　液晶
　２４　画素電極
　２５　シールド電極（シールド電極層）
　３２　制御部
　３３　表示装置本体
　３４　光源
　３２１　映像信号入力手段
　３２２　光源点灯制御手段
　３２３　シールド電極電圧印加手段
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